
２ 災害対応要領 
（１）組織、運営（適時に業務に即した組織構築、拡張可能  
  性、責任者等の明確化）    
（２）情報処理（迅速・有用情報収集・管理、状況認識統一、    
  作戦立案） 
（３）資源管理（必要な資源を必要な時に必要な量を必要な 
    所へ供給）  

災害リスクシ
ナリオ、 
リソース制約
の設定 

結果事象型
リソース制約
設定 

①異常な自然現象  
  等の特定 
②異常な自然現象 
  等に対する脆弱 
  性の把握 
③災害（異常な自 
  然現象等により生 
  じる被害）の発生 
  頻度、影響度分  
  析 

  

災害リスク 
分析、評価 

Ⅰ 災害時等における業務実施・継続に関する事項 

業務実施・継
続事業につい
ての優先度分
析、計画策定 

①災害対応業  
 務の実施 
 
②一般業務に  
 係る非常時 
 優先業務の 
 継続、早期 
 復旧  

Ⅲ マネジメントに関する事項 

Ⅱ 災害対応業務に関する事項 
１ 災害対応業務プログラム 
 ・役割分担等を踏まえ、タイムラインに従って整理、設定  
 ・オールハザードアプローチ   

 １ 災害リスク分析評価、シナリオ、事業実施・継続計画等の見直し、業務実施・継続に係る脆弱性対策の実施 
 ２  （１） 災害対応業務プログラムの見直し、改善 
    （２） ① 災害対応体制等の見直し 
       ② 用語、表記、データ、システム等の標準化推進 
            ③ 要員確保策の改善、装備、資機材、備蓄物資等の整備充実、標準化推進 
    （３） 他組織との応援計画策定、協定締結等  
 ３ 研修・教育・訓練その他標準化の推進に必要な事項の実施  

３ 組織連携（行政関係機関間、行政関係機関と民間間） 
  ・連携発動システム、指揮調整 
 ・相互運用性確保  

災害対策標準化ガイドラインの構成イメージ 

トップ関与の下、担当組織が平時から管理、評価、改善 

※標準化推進のため、防災に関する研修・訓練・教育、資格制度、規格普及等の制度、あり方等についても別途検討推進 
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